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第 4 部は 1 つの章から成る。第 8 章では、まず、上述の 5 つの実証的研究によって得られた知
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見に関連して、①英語の語用論的ルールの学習場面において、母語である日本語に関連する素朴
理論からの干渉が誤答を産出する重要な要因であることを具体的に示したこと、②英語の否定疑
問文に対する適切な応答が産出される場合の認知プロセスモデルを提案しその妥当性についても
一定程度確認したこと、③母語に関連する素朴理論からの干渉を抑制するための教授要因を示し、
それを採用することによる援助法の有効性を検証したこと、④人文科学領域の素朴理論を探求す
る研究においても、アクションリサーチの意義を確かめたこと、が述べられ、さらに、これらの
知見をふまえ、「英語の応答に関する認知プロセスモデル」と「英語の語用論的ルールの習得に有
効な教材構成原則」が提案されている。
<論文審査の結果の要旨>
教育心理学領域では、近年、自然科学領域の教科における概念学習やルール学習を対象とする
研究が行われるようになった。これらの研究の結果、学習者は、自らの経験などにより、科学的
には妥当でない、不十分な知識(以下、本論文の用語法に則り素朴理論と記述する)を所有して
おり、それらの知識が学習に妨害的に作用することが明らかになっている。また、こうした学習
者の素朴理論の修正を試みる研究も多くなされており、多種の学習援助ストラテジーが開発され
ている。しかし、その対象は自然科学領域の概念学習やルール学習が多く、社会科学や人文科学
領域の学習内容を対象とした研究は多くない。特に、人文科学領域では希な状況にある。
本論文は、人文科学領域のルール学習、特に英語の否定疑問文の応答に関する語用論的ノレール
の学習事態を取りあげ、①その学習を妨害する素朴理論の実態を明らかにするとともに、素朴理
論の干渉・非干渉過程を説明しうる認知プロセスモデ、ルを提案し、併せて、②素朴理論の干渉を
抑制しルールの習得を促進する援助法を開発することを目的として行われた一連の実験的研究を
その内容としている。本論文は、先行する自然科学領域を対象とする研究の方法論を下敷きにし
ているとはいえ、人文科学領域のルール研究に先鞭をつけた教育心理学的研究のーっといえ、評
価できる。
また、本研究は、①英語の語用論的ルールの学習場面において、母語である日本語に起因する
素朴理論からの干渉が不適切な応答を産出する重要な要因であることを具体的に示したこと、②
英語の否定疑問文に対する適切な応答、あるいは母語の干渉による不適切な応答が産出される認
知プロセスモデ、ルを提案し、その妥当性を一部確認していること、③母語に関連する素朴理論か
らの干渉を抑制するための教授要因を示し、母語一第二言語視点切り替え方略を採用した援助法
の有効性を確認していること、④人文科学領域の素朴理論を探求する研究においても、従来用い
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られてきたアクションリサーチという研究法が有効であることを確かめたことなど、今後の当該
領域の研究が参照すべき、具体的知見を明らかにしている。
これらの知見は、筆者自らの研究を含め、後続する今後の研究によって、その検証度をなお高
められる筈のものではあるが、本論文が新たな領域の研究に先鞭をつけ、後続の研究が参照すべ
き具体的知見を提供している点は高く評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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